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紡績業の発展と労務管理の革新
武藤山治（鐘紡）／大原孫三郎（倉紡）　監修 ： 桑原哲也

日本における近代産業の中心的な担い手となった紡績業において、鐘淵紡績（現カネボウ）の武藤山治と、倉敷紡
績（現クラボウ）の大原孫三郎は、労働者の問題を大胆かつ先進的に解決していった。武藤は製品品質の改善の為には
勤労意欲の向上が不可欠であると認識し、革新的な労務管理を創り出した。他方大原は過酷な労働条件の改善、福
祉の増進は経営者の責任であると自覚した。二人のヒューマニズムに基づく思想と実践に目を向ける。

近代製紙企業間の覇権競争と大合同
大川平三郎（樺太工業・富士製紙）／藤原銀次郎（王子製紙）　監修 ： 四宮俊之　

今日の日本は世界有数の紙・パルプ工業国であり、アメリカに次ぐ世界上位の製紙量を誇っている。日本における近
代製紙業の発展史に残る経営リーダーのなかから、王子製紙の創業に深く関わった大川平三郎と、その発展に尽くした
藤原銀次郎の二人を取上げる。いずれが「製紙王」なのか? ライバルとしての熾烈な競争、そして3社の大合同に至
るまでのドラマティックな展開の中に二人の対照的な企業家、経営者としての姿を浮き彫りにする。

健康と美に奉仕する産業の開拓者
福原有信（資生堂）／小林富次郎（ライオン）　監修 ： 佐々木　聡

幕末・維新期の日本は今日の世界的なリーディングカンパニーの基礎を築いた企業家を数多く生み出した。そのなかには先
進的な欧米の情報や知識、思想を取り入れ、人々の健康と衛生を護る産業を興した企業家もいた。この巻で取上げるのは、
日本で最初の調剤薬局・資生堂を開業し、国産の優良化粧品製造に歩を進めた福原有信、そして石鹸製造から歯磨製造
への進展を見せたライオンの創始者・小林富次郎である。二人の冒険的かつ啓蒙的な企業家精神を検証する。

伝統的商業経験から純国産品の創製へ
鳥井信治郎（サントリー）／石橋正二郎（ブリヂストン）　監修 ： 四宮正親

近代における日本の企業家たちは、ほとんど例外なく国益を考慮して、国産品の製造と輸出を志向していた。ブリヂス
トンの石橋正二郎は将来性のあるタイヤ市場を日本企業の手中に収めることを夢に描いた。サントリーの鳥井信治郎は国
産ウイスキーの開発、製造に全力を傾けた。この巻では、「工業報国」と「洋酒報国」を、自らの商業経験を最大限に活
用する中で実現していった二人の足跡をたどる。

規制に対抗した反骨の経営者
松永安左エ門（電力の鬼）／出光佐三（石油王）　監修 ： 橘川武郎

明治時代の始め、ともに玄界灘に臨む九州の地で、のちに日本のエネルギー産業に大きな足跡を残すことになる二人の
人物が生誕した。彼らは、「電力の鬼」松永安左エ門と、「民族系石油会社の雄」出光佐三。二人はいずれも、日本の
エネルギー業界を代表する経営者になっただけでなく、政府規制に対抗して革新を実現した反骨の企業家としても名を
はせた。この巻では、松永安左エ門と出光佐三のこれらの共通点に光を当てる。

事業創造への意欲－「京都企業」のパイオニア
立石一真（オムロン）／塚本幸一（ワコール）　監修 ： 柴　孝夫

いつの頃からか「京都企業」という言葉が、人々の口の端に上るようになった。それは、京都を拠点として急速に成長す
る一群のベンチャー企業が注目を浴びたからである。高度成長の過程で着目されたベンチャー企業が、およそ反対の
極にあるような古都に花開く様が、この言葉を作り出したのであろう。そうした「京都企業」のイメージを作る上で先駆けと
なる事業を作ったのが、オムロンの立石一真とワコールの塚本幸一である。

戦後の日本ではさまざまなニュービジネスが誕生した。西濃運輸の田口利八とセコムの飯田亮。二人が手がけた事業はト
ラック運輸業と警備保障とまったく異なるが、1960－70年代の高度経済成長期にビジネスチャンスを見出し、見事に開
花させた企業家と言える。木曾の山村と戦時・戦後の東京と、生まれも育ちも対照的であるが、行政上の規制に敢然と
立ち向かい、革新的・創造的企業家活動を展開したという意味で共通点を持つ。

高度経済成長期の革新的・創造的企業家
田口利八（西濃運輸）／飯田　亮（セコム）　監修 ： 老川慶喜
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総監修者の言葉
佐々木　聡 
明治大学経営学部教授

 経済活動のグローバル化の進展とともに、若者をはじめ

日本人全般の国際交流の機会が増えている。地球規模で

の資源節約を前提とする創造的な競争と協調のためには、

喜ばしいことであろう。今後のグローバル経営を担う人々

にとって、日本の偉大なる企業家の構想や行動そしてメッ

セージは、大いなる指針となるであろう。

  この『日本の企業家群像Ⅲ』では、先端の技術や産業の

開拓、産業素材や交通・観光・食品などの産業の確立、

企業の再生と新事業の展開、ＣＳＲ（企業の社会的責任論）

などの面で、日本の経済・経営をあるべき方向に導いた

企業家14人を取り上げている。それぞれの「革新」（イノ

ベーション）の意義を、貴重な映像史料や解説によって

視聴覚的に学ぶことができる教材であり、大学の経済史・

産業史・経営史・企業者史・経営学などの授業や企業の

研修で、口頭や図説による講義の補助教材として大いに

活用され、企業家への歴史的認識の深まりに資すること

を願いたい。

推薦の言葉

●総監修者経歴／第5巻参照 ●推薦者経歴

阿部　武司
大阪大学大学院経済学研究科教授
経営史学会会長

　日本経営史研究の第一人者が構成を組立てコンテンツを

精査して作成された映像教材シリーズ「日本の企業家群像」

第Ⅰ・Ⅱ集は、同じく丸善から出版されたその教科書と合

わせて、学習の理解を深めるのに大いに貢献していると思

われるが、その第Ⅲ集も世に出ることになった。日本を代

表する企業を育て上げた企業家について学ぶことは、企業

の在り方を考え、企業家になろうとする人たちを育てる上

で重要であるが、IT 化やグローバリゼーションを背景に諸

産業が急速に変貌しつつある今、過去を記録した映像はそ

れ自体貴重な教材である。このシリーズは、大学での経営

史・経営学・産業史・経済史などの授業以外に、キャリア

教育、さらには企業の研修などにも有益であろう。既刊の

「日本の企業家群像」シリーズ、および同じく佐々木聡教

授監修の「ビジュアル日本の経済・経営発展」とあわせて、

この第Ⅲ集を学校、図書館、企業などが活用されることを

強くお薦めする。

大阪大学大学院経済学研究科教授。1952年東京都生まれ。82年東京大学大学院経済学
研究科博士課程修了後、東大助手、筑波大学講師、大阪大学助教授を経て、1994年より同
教授。主な著書に『日本における産地綿織物業の展開』（東京大学出版会、1989年）、『近代
大阪経済史』（大阪大学出版会、2006年）など。
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シリーズ３作目、新しい時代を切り開いた企業家たちの経営精神に迫る。
世界的な金融危機の中、企業経営は厳しい状態におかれ、今こそ経営のあり方が問われている。
このＤＶＤでは、近現代日本の企業発展において歴史的な経営革命の担い手となった企業家を、
その時代の社会経済状況や関連のあった二人の人物を対比しながら紹介する。
第Ⅲ期に登場する企業は、富士通やＩＢＭなどのハイテク企業も加わり、
豊富な資料や当時の貴重な映像をもとに、日本の企業発展の功績を紐解いていく。
今回取り上げる14人の企業家たちは、激動の時代の中で、様々な逆境を乗り越え、
経済大国日本へと導くこととなる新しい事業を発展させていった。

先端技術への挑戦
セイコー　服部金太郎　　シャープ　早川徳次

　

●監修：　平本　厚　東北大学大学院経済学研究科教授
東北大学大学院経済学研究科教授。1950年、東京都町田市に生まれる。73年、東北大学経済学部卒業。78年、東北大学大学院経済学研究科博
士課程単位取得退学。東北大学経済学部助手、助教授を経て、90年東北大学経済学部教授、98年より現職。博士（経済学）。主な著書に『日本企
業・世界戦略と実践』（共著、同文舘、1991年）、『日本のテレビ産業』（ミネルヴァ書房、1994年）など。

私鉄経営と沿線・観光地開発
東武鉄道　根津嘉一郎　　小田急電鉄　利光鶴松

●監修：　老川　慶喜　立教大学経済学部教授
立教大学経済学部教授。1950年、埼玉県川口市に生まれる。72年、立教大学経済学部卒業。74年、同大学大学院経済学研究科修士課程修了。
80年、同大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学。関東学園大学経済学部講師・助教授、帝京大学経済学部助教授、立教大学経済学部
助教授を経て、93年より現職。主な著書に『産業革命期の地域交通と輸送』（日本経済評論社、1992年）、『明治前期の日本経済―資本主義への
道―』（高村直助編、分担執筆、日本経済評論社、2004年）など。

企業の社会的責任と志あるリーダー
東京電力・経済同友会　木川田一隆　　ＩＨＩ・東芝・経団連　土光敏夫

●監修：　橘川　武郎　一橋大学大学院商学研究科教授
一橋大学大学院商学研究科教授。1951年、和歌山県海草郡椒（はじかみ）村に生まれる。75年、東京大学経済学部経済学科卒業。77
年、同経営学科卒業。83年、同大学院経済学研究科博士課程単位取得。青山学院大学経営学部助教授、ハーバード大学ビジネス・スクー
ル、ビジティング・スカラー、東京大学社会科学研究所教授を経て、07年より現職。経済学博士。主な著書に『日本電力業発展のダイ
ナミズム』（名古屋大学出版会、2004年）『松永安左ヱ門』（ミネルヴァ書房、2004年）など。

新事業への展開と企業再興のリーダー
ＮＥＣ　小林宏治　　花王　丸田芳郎

●監修：　佐々木　聡　明治大学経営学部教授
明治大学経営学部教授。1957年、青森県青森市に生まれる。81年、学習院大学経済学部卒業。88年、明治大学大学院経営学研究科博士後期
課程修了。静岡県立大学経営情報学部助教授、明治大学経営学部助教授を経て、99年より現職。博士（経営学）。主な著書に『科学的管理法の
日本的展開』（有斐閣、1998年）、『日本的流通の経営史』（有斐閣、2007年）など。

食と健康の覇者―逆転の発想―
大塚製薬　大塚正士　　日清食品　安藤百福

●監修：　石川　健次郎　同志社大学商学部教授
同志社大学商学部教授。1946年、兵庫県神戸市に生まれる。70年、同志社大学商学部卒業。76年大阪大学大学院経済学研究科博士課程単位
取得退学。同志社大学商学部専任講師、助教授を経て、93年より現職。主な編著書に『ランドマーク商品の研究―商品史からのメッセージ
―』【全３冊】（同文舘、2004年・2006年・2008年）など。

電子立国への歩みを支えた
ハイテク企業とそのリーダー

富士通　山本卓眞　　日本アイ・ビー・エム　北城恪太郎

●監修：　宇田　理　日本大学商学部准教授
日本大学商学部准教授。1969年、東京都小平市に生まれる。92年、早稲田大学商学部卒業。2000年、早稲田大学商学研究科博士後期課程単
位取得。日本大学商学部助手、専任講師を経て、2006年より現職。主な著訳書に、『米国シガレット産業の覇者』(共著、千倉書房、2006年)、セ
ルージ著『モダン･コンピューティングの歴史』(共監訳、未來社、2008年)など。

自立経営の追求―製鉄経営者
川崎製鉄　西山彌太郎　　日本鋼管　白石元治郎

●監修：　柴　孝夫　京都産業大学経営学部教授
京都産業大学経営学部教授。1950年、兵庫県神戸市に生まれる73年、甲南大学経営学部卒業。78年、同大学院社会科学研究科修士課程経営
学専攻修了。80年、大阪大学大学院経済学研究科博士後期課程中退。大阪大学経済学部助手、京都産業大学経営学部助教授を経て、92年より
現職。主な著書に『Beyond the Firm ; Business Groups in International and Historical Perspective』（共編著、Oxford University 
Press,1997年）、『関東地方の電気事業と東京電力―電気事業の創始から東京電力50年への軌跡』（分担執筆、東京電力株式会社、2002年）
など。

企業の価値とは何で評価されるのか。近年、企業における法令遵守（コンプライアンス）と社会的責任（ＣＳＲ）は、特に重視されている。木川田一隆は、
環境に配慮した企業経営を行い、「経営者は企業を原点に社会を見るのではなく、社会の側に原点を置いて考える必要がある」、と言った。石川島、東
芝の再建を果たし、行政改革にも力を入れた土光敏夫は、「無私の人」、「信念の人」と評され、国民の信頼を得た。この巻では、利潤を追求するだけでなく、
高い志と責任感を持ち企業経営に取り組んだ２人の人物、木川田一隆と土光敏夫を紹介する。

日本を代表する企業、ＮＥＣと花王。この企業の「中興の祖」とも呼ぶべき二人の企業家をとりあげる。日本電気を通信機器メーカーから通信とコンピュー
ターを融合する企業に展開させた小林宏治と、花王を石鹸製造から総合油脂メーカーへと導いた丸田芳郎である。小林宏治は、マネジメント改革、事業部
制の徹底、ZD（Zero Defect＝無欠点）運動という3つの経営方針のもと、日本電気を世界のパソコン業界をリードする企業へと発展させた。丸田芳郎は、
創造性の重視、人間性の尊重、消費者の優先という3つの基本理念を実行に移し、花王は世界的ブランドへと展開していった。

大塚正士は、1946年に注射液の製造販売を開始し、オロナイン軟膏や「オロナミンＣドリンク」、「ボンカレー」、アース製薬の「ごきぶりホイホイ」
を発売することで企業家としての地位を確固たるものにした。安藤百福は、1958年にチキンラーメンの製造販売で大成功を収め、続くカップヌー
ドルも大ヒット、イスタントラーメンを世界に普及させた。この巻では、高度経済成長期に新製品を次々と発売し、精力的で、ユニークな活動
で成功をつかんだ２人の企業家を取り上げる。2人の活躍舞台であった高度経済成長を見ながら、2人の成功の軌跡を辿る。

今や日常生活に不可欠となったコンピュータ。しかし、昨今のコンピュータ社会が確立されるまでには、ハイテク企業とそのリーダーの並々な
らぬ努力があった。この巻では、一通信機メーカーからコンピュータ業界トップに上り詰めた富士通をさらに「グローバル企業」へと導いた山
本卓眞、外資系企業というハンデをものともせず、日本アイ・ビー・エムを「お客様の成功に全力を尽くす会社」へと導いた北城恪太郎の２人
のリーダーを中心に、戦後日本の電子立国への歩みを垣間見る。

今や世界を代表する技術を誇るモノ造り大国、日本。この巻では、最先端技術を育ててきた代表的な企業家である、セイコーの創業者服部金太
郎とシャープを育てた早川徳次をとりあげる。日本で初めて腕時計を製品化したセイコーと、ラジオ・テレビを生み出し、シャープ･ペンシルも
誕生させたシャープ。専門的な工学の教育を受けていなかった 2人だが、少年時代から技術を身につけ、勤労、努力、貯蓄を怠らない強い精神と、
その類まれな先見性によって、独創的な事業を成功へと導いた。いかにして新しい技術を獲得し、その技術を発展させてきたのだろうか。

私たちが毎日利用する鉄道。この巻では、近代日本の私鉄の発展を牽引してきた二人の企業家を取り上げる。経営不振に陥った東武鉄道を見事
に再建した根津嘉一郎と、東京の交通機関の整備からはじまり、やがて小田急電鉄を創業することとなった利光鶴松である。共に幕末に生まれ、
明治を動かした自由民権運動に参加、ほぼ独学で知識を蓄え、政治家から実業家となった。その経営手腕は、激変する時代の中で、公益性の高
い事業に発揮され、沿線の産業や観光の発展に尽くした。二人が目指した企業経営の目的は、今日の企業にも通ずる高い志であった。

高度経済成長で発展した日本の鉄鋼業は今や世界をリードする地位に達した。苦境を乗り越え成長へと導いたのは、強い成長意欲と先見性を持っ
た経営者がいたからである。日本鋼管の創業者、白石元治郎は官業独占により民間鉄鋼業が圧迫される可能性から、八幡製鉄中心の大合同を拒
否し民営の立場を維持した。川崎製鉄の創業者、西山彌太郎は鉄鋼企業の生存は銑鋼一貫体制にあると信じ、無謀とも言える果敢な投資を行い
製鉄事業の独立を果たした。世界有数の鉄鋼企業 JFE の源流となった２人の企業家を取り上げる。

第1巻

第2巻

第3巻

第4巻

第5巻

第6巻

第7巻

会社企業の成立
岩崎弥太郎・弥之助（三菱財閥）／渋沢栄一（企業設立のオーガナイザー）監修 ： 佐々木 聡

幕末・維新期の経営環境の激変の中で、ビジネス・チャンスを活かした多くの企業家が登場した。この巻ではそのうち、幕
末に地方から登場し、中央の動乱を利用した新興商人、岩崎弥太郎とその弟弥之助と、数多くの近代企業の生成と発
展に貢献した財界人、渋沢栄一を取り上げる。

［30分］

国産新製品の創製とマーケティング
長瀬富郎（花王石鹸）／鈴木三郎助（味の素初代社長）　監修 ： 佐々木　聡

明治20年代半ばから30年代初めにかけての日本は「企業勃興」の時期であった。また三井や三菱などの財閥がさまざ
まな事業を展開し、なかにはビッグ・ビジネスへと成長する地盤を築くものもあった。そうした中、個人事業として新しい
製品を創出し、事業化していく一群の企業家たちが登場した。この巻では、「消費革命」のパイオニアとも呼べる二人の
人物、花王の長瀬富郎と、味の素初代社長の鈴木三郎助を取り上げる。

［30分］

新事業群の形成
鮎川義介（日産自動車）／豊田喜一郎（トヨタ自動車）　監修 ： 久保文克

戦後日本の高度経済成長の歴史を振り返ると、その原動力となったのは、基幹産業として大きな役割を果たした自動車
産業であったことが分かる。この巻では、戦前、さまざまな新規事業を展開し、そのひとつとして自動車産業を育てた日産
自動車の鮎川義介と、技術者として自動車の国産化に全精力を注いだトヨタ自動車の豊田喜一郎を取り上げる。

［30分］

都市型第三次産業の開拓者
小林一三（阪急グループ）／堤　康次郎（西武グループ）　監修 ： 老川慶喜

この巻では、阪急電鉄の創業者・小林一三と西武鉄道の創業者・堤康次郎を取り上げる。両者は、共に日露戦争から
第一次世界大戦後の時期に、来るべき大衆消費社会を予測し、その原型を形成した都市型第三次産業の開拓者で
ある。しかしそのプロセスは大きく違っていた。小林は鉄道事業のために沿線の土地・観光開発を行ない、堤は土地開
発や観光開発のために鉄道事業に進出した。

［30分］

技術志向型事業展開と市場志向型成長
小平浪平（日立製作所）／松下幸之助（松下電器産業）　監修 ： 柴　孝夫

この巻では、松下電器を創設した松下幸之助と日立製作所を創設した小平浪平を取り上げる。両者は、共にその時
代の経営環境を強く意識しながら電機企業の経営をはじめたが、この二人の置かれていた環境は対照的であった。
その結果、この二人の企業経営に対する考え方もまた対照的なものとならざるを得なかった。

［30分］

戦後型企業家と高度成長
井深 大・盛田昭夫（ソニー）／本田宗一郎・藤沢武夫（ホンダ）　監修 ： 橘川武郎

戦後日本の奇跡的な経済の復興と、成長を担った主役は民間企業であり、そこでは数多くの有能な経営者が活躍した。彼らは既成の
大企業で内部昇進を重ねてトップマネジメントの役割を果たした専門経営者と、中小企業から身を起こし、大企業に育て上げたオーナ
ー経営者の二つのタイプに分けることができる。この巻では後者のタイプの代表として、ソニーの井深大と盛田昭夫、ホンダの本田宗
一郎と藤沢武夫を取り上げる。

［30分］

戦後日本の流通業においては、卸売業よりもむしろ小売業での経営革新が著しかった。そこには、消費の多様化によっ
て促された小売業態のめまぐるしい変遷があった。この巻では、その変遷をダイナミックに牽引したダイエーの中内とセ
ブン－イレブン・ジャパンの鈴木敏文を取り上げる。

流通革新と消費の多様化
中内　㓛（ダイエー）／鈴木敏文（セブン－イレブン・ジャパン）監修 ： 高岡美佳 ［30分］
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